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事業所番号

法 人 名

事業所名 ユニット名 １ユニット

〒　３１９－２１０３

茨城県那珂市中里１１８４－１

自己評価作成日 平成２９年１月５日
評価結果

市町村受理日

※　事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度のホームページで閲覧してください。

基本情報
リンク先URL

【評価機関概要（評価機関記入）】

評価機関名

所 在 地

訪問調査日 平成２９年２月１４日
評価機関
決 済 日

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

　事業所は地域の運動公園に面しているため、地域住民が運動に訪れたり、ため池にはたくさんの
水鳥が生息している環境の中に位置している。
　建物は木造平屋造りの瓦屋根のため、周辺の自然環境に馴染んでいて、落ち着いた印象となって
いる。
　職員は利用者が季節を感じなら楽しく暮らすことができるように、地域の子どもたちとの触れ合
いの時間を多く設けているほか、外出行事にも力を入れている。
　地域住民向けに包括支援センターが開催する「認知症サポーター養成講座」の会場として事業所
を開放しているほか、公園にあるため池の清掃活動に職員が長年尽力してきたことで、行政から感
謝状が贈られている。

所 在 地

〒310－8586
水戸市千波町１９１８番地　　茨城県総合福祉会館内

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2012_0
21_kihon=true&JigyosyoCd=0892600016-00&PrefCd=08&VersionCd=021

　　

平成２９年５月２９日

・小規模多機能型居宅介護と併設されているため、グループホーム以外の方との交流もあり、いろんな行事
でかかわることができます。また、併設する小規模利用からグループホームへの入居となっても急激な環境
の変化で混乱することもなく、ご利用者同士や職員との馴染みの関係により、ご利用者様の精神的な負担が
少なくご家族様も安心していただけます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・平成22年9
月からくもん学習療法を取り入れ6年がたちます。「読み書き」「計算」を用いた学習を行うことで認知症の
予防、改善につながるよう継続的に支援しています。
・平成24年10月からはフットケアを取り入れ、入浴拒否がある方やむくみのある方の改善、予防、清潔保持
のために実施しています。
・行事としては、年間計画を立て季節行事をはじめとして、月1回のフラワーアレンジメント教室、音楽療法
を行い、暖かい季節には、外食、買い物、遠足など積極的に外出できるよう利用者様のご意見をお聞きしな
がら実施しています。

平成２９年５月２６日

認知症対応型共同生活介護　ゆたかな郷

０８９２６０００１６

社会福祉法人　豊潤会

自己評価及び外部評価結果

作成日　　平成２９年５月２６日

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2012_021_kihon=true&JigyosyoCd=0892600016-00&PrefCd=08&VersionCd=021
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/08/index.php?action_kouhyou_detail_2012_021_kihon=true&JigyosyoCd=0892600016-00&PrefCd=08&VersionCd=021


☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

2 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

Ⅰ　理念に基づく運営

○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏
まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら
暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交
流している

○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上
げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活
かしている

○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者や
サービスの実際、評価への取り組
み状況等について報告や話し合い
を行い、そこでの意見をサービス
向上に活かしている

　家族等の代表者や利用者、市職員、民生委員、
近隣社会福祉法人の地域包括支援センター職員、
同一法人の小規模多機能型居宅支援事業所の担当
職員、地域住民らが出席する運営推進会議を２ヶ
月に１回開催し、利用者の状況や行事、課題につ
いて報告している。
　地域の不審者情報の取得方法をおしえてもら
い、行政が配信しているお知らせメールの登録を
行っている。

外　部　評　価

　地域密着型サービスの意義を踏まえた理念を管
理者と職員で作成し、玄関や相談室、職員トイ
レ、事務室に掲示するとともに、毎週月曜日の朝
礼時に唱和し、地域との交流に努めることができ
るよう、職員間で話し合っている。

　自治会に参加してはいないが、地域内にある溜
め池の清掃活動に職員が月１回参加している。
　散歩時には地域住民と挨拶を交わしたり、同一
法人の３つの保育園から園児がクリスマスや敬老
会の行事に来訪するほか、地域の学童クラブのメ
ンバーと指導者が小学校の長期休暇を利用し、歌
や体操を一緒に行うなど交流している。
　月２回の傾聴ボランティアや月１回の音楽療法
やフラワーアレンジメントなどのボランティアを
受け入れている。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

2か月に1回運営推進会議を開催し、
利用者や家族、地域や関連機関の
方々をメンバーに招いて、事業所で
の取り組みや利用状況、施設の事故
報告をしたり、地域の情報収集を
行っている。

1 1

2 2

3

4 3

くもん学習療法や傾聴ボランティア
など、地域の方に参加していただき
ながら、地域との繋がりを大切に
し、日常的な交流を図っている。

月に1度(第1日曜)、近隣団地のゴミ
拾いに参加している。
地域包括支援センター主催により、
認知症サポーター養成講座を開催す
る事で、地域住民や子ども達へ認知
症について知っていただく機会を
作っている。

施設に理念を掲示し、毎週月曜日の
朝礼時に唱和する事で共有・意識づ
けとなり、理解を深める事で実践に
繋げている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

3 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を
密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝え
ながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

○身体拘束をしないケアの実践

　代表者及び全ての職員が「指定
地域密着型サービス指定基準及び
指定地域密着型介護予防サービス
指定基準における禁止の対象とな
る具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体
拘束をしないケアに取り組んでい
る

○虐待の防止の徹底

　管理者や職員は、高齢者虐待防
止法等について学ぶ機会を持ち、
利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注
意を払い、防止に努めている

○権利擁護に関する制度の理解と
活用

　管理者や職員は、日常生活自立
支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

　管理者は、窓口を訪問し利用者の相談等をする
ほか、３カ月に１回、保険者が開催するネット
ワーク会議に参加し、事例検討会で学ぶほか、行
政からの情報を受け取り、利用者のより良いケア
に活かしている。

　身体拘束排除に向けたマニュアルを作成すると
ともに、年１回マニュアルに基づいた内部研修を
行っている。
　やむを得ず身体拘束を行う場合に備え、同意書
や経過観察記録を整備している。

7

8

市担当者が運営推進会議のメンバー
に入っており、2か月に1度利用状況
や取り組みについて報告しながら相
談・協力を得ている。

スタッフ会議等で身体拘束について
学び、理解を深めている。
但し、朝・夕の送迎時など、人の出
入りが多い時間帯には、利用者様の
安否を優先し時間を決めて施錠する
事がある。

スタッフ会議等で高齢者虐待防止に
ついて学び、職員間で話し合う機会
を設けて防止に努めている。
言葉遣いや関わり方など、常に職員
間で気を配りながら注意・指導を心
掛けている。

日常生活自立支援制度や成年後見制
度は、活用されているご利用者様も
おられるため、折に触れて学び、ま
た必要性の高いご利用者様に関して
は、情報を提供し、関係者と話し合
いを持つ機会を設けている。

5 4

6 5



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

4 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○契約に関する説明と納得

　契約の締結、解約又は改定等の
際は、利用者や家族等の不安や疑
問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている

○運営に関する利用者、家族等意
見の反映

　利用者や家族等が意見、要望を
管理者や職員並びに外部者へ表せ
る機会を設け、それらを運営に反
映させている

○運営に関する職員意見の反映

　代表者や管理者は、運営に関す
る職員の意見や提案を聞く機会を
設け、反映させている

○就業環境の整備

　代表者は、管理者や職員個々の
努力や実績、勤務状況を把握し、
給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努め
ている

　重要事項説明書に事業所と第三者機関の苦情相
談受付窓口を明示している。
　家族交流会を年１回行い、意見を聴いたり、家
族等アンケートを行って結果を報告するなどして
いる。
　利用者からは月1回開催している利用者懇談会で
聞き取りをしている。
　トイレの男女表記がわかりずらいとの指摘を受
け、男女両方が利用できる表記に改善した。

　管理者は、月１回の職員会議時や年１回の職員
面接時に職員の意見や要望を聞くようにしてい
る。
　職員からの要望を受け、家庭菜園や花壇の手入
れの時間配分を工夫したり、利用者と一緒に使え
る園芸用品の購入を行った。

契約の際に不明な点を確認し、また
本人やご家族様の不安や悩み事など
をお聞きしながら安心してご利用い
ただけるよう配慮している。解約に
際しても場を設け、ご家族様が不安
を抱かないよう十分な説明を心掛け
ている。

月1回の生活懇談会を行い、ご利用
者様からのご意見、ご要望をお聞き
し、ご利用者様が過ごしやすいよう
環境整備を行っている。また、ご家
族様からご要望などがあれば随時対
応を心掛け、信頼関係の構築に努め
ている。年1回の家族交流会で職員
との交流を通じて、忌憚ないご意見
やご要望をアンケート形式でいただ
き、運営に生かしている。

月1回のスタッフ会議を行い、施設
の利用状況を報告し、運営に関する
理解と協力を得ている。会議以外で
も意見が出た時には、検討し施設運
営に役立て、職員からの要望、意見
は小さなことでも生かせるよう努め
ている。
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9

10 6

資格取得に応じて資格手当や試験のため
の交通費を支給している。随時リフレッ
シュや職員間の交流の機会を設け、ボー
リング大会やフラワーアレンジメントな
どを開催している。職員のスキルを加味
しながら、レベルにあった役割を与え、
責任と自信に繋げられるよう働きかけて
いる。また、年に1度面接を行い、不安
や不満を聞く機会を設け、職場環境整備
に心がけている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

5 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○職員を育てる取組み

　代表者は、管理者や職員一人ひ
とりのケアの実際と力量を把握
し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニン
グしていくことを進めている

○同業者との交流を通じた向上

　代表者は、管理者や職員が同業
者と交流する機会をつくり、ネッ
トワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをして
いる

Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

○初期に築く本人との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、本人が困っていること、不安
なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための
関係づくりに努めている

○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階
で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

○初期対応の見極めと支援

　サービスの利用を開始する段階
で、本人と家族等が「その時」ま
ず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に
努めている

17

15

16

13

14

職員一人一人の能力を加味し、キャ
リアによっての研修受講を図り、や
りがいや士気を高め、ケアの質の向
上に努めている。また、施設内研修
では、職員が担当し、自ら学んでほ
かの職員に伝えることで、知識、技
術の習得を得ている。

併設する小規模多機能型居宅介護を利用
していた方が入居される場合が多い事か
ら、顔馴染みの関係性を作りやすいが、
改めて終末期を含めた入居後の生活に対
する意向を伺い、家族が出来る事は継続
していただきながら、不安や介護負担の
軽減を図れるような対応を行っている。

入居するにあたり、希望した時にすぐに
入居出来ない場合が多い事もあり、併設
する小規模多機能型居宅介護のサービス
内容を説明する事で、家族の介護負担を
考量しながら選択肢を増やせるような対
応を心掛けている。

サービス利用前の面談時に、現在
困っている事や希望などを本人から
伺いながら関係を築けるよう努めて
いる。普段の生活や会話の中から、
本人の抱える不安や悩みに気付いて
支援に繋げていけるよう、個々に親
身になって耳を傾けている。

市内のグループホームへの相互訪問
を通じて、施設見学や利用状況の報
告や意見交換を行い同業者との交流
の機会を設けている。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

6 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○本人と共に過ごし支え合う関係

　職員は、本人を介護される一方
の立場に置かず、暮らしを共にす
る者同士の関係を築いている

○本人と共に支え合う家族との関
係

　職員は、家族を支援される一方
の立場に置かず、本人と家族の絆
を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

○馴染みの人や場との関係継続の
支援

　本人がこれまで大切にしてきた
馴染みの人や場所との関係が途切
れないよう、支援に努めている

○利用者同士の関係の支援

　利用者同士の関係を把握し、一
人ひとりが孤立せずに利用者同士
が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

○関係を断ち切らない取組み

　サービス利用（契約）が終了し
ても、これまでの関係性を大切に
しながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支
援に努めている

　入居時に利用者や家族等から話を聴いたり、
日々の生活の中での関わりなどから利用者の馴染
みの人や場所などを把握している。
　利用者は、職員と一緒に馴染みの店で買い物を
したり、自宅へ外出、外泊をするなどしている。
　職員は面会者が来た際にお茶を出したり、電話
の取次ぎや使用時の支援をしている。

21
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20 8

18

孤立しないよう気の合う利用者様同
士の座席を近くにしたり、レクリ
エーションを通じて交流を図れるよ
うな配慮をしている。

退所した場合、次の事業所病院の担
当者に引き継いでいるケースが多い
が、本人と家族からの希望があれば
その都度相談に応じている。

職員と家族との交流が少ない事もあり、
小規模多機能と合同で「家族交流会」を
企画・開催し、職員と家族が一緒に作っ
た料理を食べたり、家族から利用につい
ての意見を伺ったりしている。年末の大
掃除では、職員と家族が意見や知恵を出
し合いながら協力する事で、関係を深め
ている。

普段の生活において、利用者から経
験豊富な知恵や技術を学ばせていた
だく事が多く、貴重な意見として尊
重している。季節ごとの料理や風
習、野菜作りで意見を反映する事も
あり、生活の向上に努めている。

施設へ利用者様の親しいご友人や近
所の馴染みの方が面会に来られる事
もあるため、面会場を設けるなど関
係が途切れないような雰囲気作りを
職員一同で心掛けている。本人の希
望に合わせて、馴染みの方に電話が
出来るよう支援している。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

7 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

○思いや意向の把握

　一人ひとりの思いや暮らし方の
希望、意向の把握に努めている。
困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

○これまでの暮らしの把握

　一人ひとりの生活歴や馴染みの
暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努
めている

○暮らしの現状の把握

　一人ひとりの一日の過ごし方、
心身状態、有する力等の現状の把
握に努めている

○チームでつくる介護計画とモニ
タリング

　本人がより良く暮らすための課
題とケアのあり方について、本
人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディア
を反映し、現状に即した介護計画
を作成している

　利用者や家族等の意向を踏まえ、計画作成担当
者が作成した介護計画案を基に、看護師等の医療
関係者の意見を参考にしながら計画を確定し、面
会時に家族に周知している。
　短期目標６ヶ月、長期目標１年とし、基本１年
ごとに見直しを行っているが、定期的なモニタリ
ングの実施までには至っていない。

　モニタリングの様
式整備と定期的なモ
ニタリングの実施が
望まれる。

25

26 10

　職員は利用者の表情や仕草、態度等から思いや
意向を把握し、朝礼や職員会議、申し送りノート
等で周知するようにしている。
　思いを表出できない利用者の場合には、家族等
から話を聴いたり、関わりの中から把握するよう
努めている。23 9

24

一人ひとりの体調やペースが異なる
ため、一人ひとりの生活リズムを把
握するためにも、一日の様子を記録
したり朝礼やスタッフ会議内で話し
合うなど、その人らしい暮らしが出
来るよう職員全体で支援している。

本人とよく話し合い、生活に対する
希望や意見があった際には、以降の
把握に努め快適な生活を送れるよう
配慮している。

入居時、本人や家族との面談にてこ
れまで及び現在の暮らしについて話
を伺いますが、入居後は各利用者に
担当職員を決める事で、細やかな支
援と情報収集が行え、職員間での情
報共有と把握に繋がっている。

計画作成担当者を中心に、担当職員
それぞれが把握している利用者の状
況を確認しながらアセスメントを行
い、本人や家族からの希望や意向を
聞いたり、スタッフ会議等にて情報
交換をしながら、本人と家族の要望
に沿った介護計画の作成に努めてい
る。
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○個別の記録と実践への反映

　日々の様子やケアの実践・結
果、気づきや工夫を個別記録に記
入し、職員間で情報を共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活か
している
○一人ひとりを支えるための事業
所の多機能化

　本人や家族の状況、その時々に
生まれるニーズに対応して、既存
のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

○地域資源との協働

　一人ひとりの暮らしを支えてい
る地域資源を把握し、本人が心身
の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう
支援している

○かかりつけ医の受診支援

　受診は、本人及び家族等の希望
を大切にし、納得が得られたかか
りつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるよ
うに支援している

○看護職員との協働

　介護職員は、日常の関わりの中
でとらえた情報や気づきを、職場
内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切
な受診や看護を受けられるように
支援している

　管理者は契約時に利用者や家族等が希望するかかりつ
け医への受診が可能なことを説明している。
　かかりつけ医への受診は職員が付き添いを基本として
おり、個人記録に記録し、家族とは受診ノートを活用し
ている。
　受診結果は家族等に電話などで報告をするとともに、
職員間では申し送りノートに記載し、朝礼で報告してい
る。

28

27

普段の会話や生活の様子から、どん
なに小さなことでも職員間で検討・
共有したり、本人と家族との相談内
容を反映したりしながら良いケアに
繋がるようにしている。

小規模多機能型居宅介護を併設して
いるため、すぐにグループホームに
入居出来ない方に小規模多機能サー
ビスを紹介し、本人の生活環境を支
えたり家族の介護負担を可能な限り
軽減できるよう柔軟に対応してい
る。

30 11

31

29

行事等で社協のボランティア講座を
利用して、地域の方々と交流の場を
楽しむ機会を作っている。

本人や家族に相談して納得や了承が得ら
れた場合、本人の病状や健康状態を考慮
しながらかかりつけ医への定期的な受診
が出来るよう支援し、緊急時の受け入れ
態勢を築けるよう努めている。家族の付
添が困難な場合には、通院介助・送迎
サービスを行い定期的に適切な治療が受
けられるよう支援し、受診内容に変更が
ある場合のみ家族へ報告している。

日々の体調の変化等が利用者にみら
れた場合、まずは常日頃から関わっ
ている施設の看護職員に相談したり
指示を仰いだりして健康管理に努め
ている。訪問看護ステーションと提
携しながら、週1回利用者の健康状
態を報告の上見ていただくなど、充
分な支援体制を整備している。
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○入退院時の医療機関との協働

　利用者が入院した際、安心して
治療できるように、また、できる
だけ早期に退院できるように、病
院関係者との情報交換や相談に努
めている。又は、そうした場合に
備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

○重度化や終末期に向けた方針の
共有と支援

　重度化した場合や終末期のあり
方について、早い段階から本人・
家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と
共にチームで支援に取り組んでい
る

○急変や事故発生時の備え

　利用者の急変や事故発生時に備
えて、全ての職員は応急手当や初
期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている

○災害対策

　火災や地震、水害等の災害時
に、昼夜を問わず利用者が避難で
きる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築い
ている

　夜間想定や地震を想定した避難訓練を毎月行っ
ている。
　反省会を行い課題について話し合っており、反
省点を次回に繋げている。
　米や水、懐中電灯、おむつ類など一覧表を作成
して万が一に備え、備蓄している。

　重度化や看取りに関する同意書が作成され、契
約時に家族等に説明をし、同意を得ている。
　看取りは行うが現在は対象者はおらず、事前確
認書を作成し、家族や医療機関と話し合いをして
いる。
　外部研修や内部研修を年１回行っているがマ
ニュアルを作成するまでには至っていない。

　重度化や終末期に
向けた確実なケアの
実践のために、マ
ニュアルの整備が望
まれる。

34

35 13

32

33 12

毎月避難訓練を実施する事で、避難経路
の確認や対応方法を身に付けている。
平成28年度は消防訓練を9回実施。(1月
時点)
夜間建物火災想定　6回
夜間建物火災想定(消防署立会)　2回
地震想定避難訓練(地域協力)　1回
防犯訓練(警察署の講話)　1回
携帯メール配信　1回

早期退院に向けて、再び施設に戻り生活
出来るよう病院のソーシャルワーカーと
の情報交換や相談を行いながら、必要時
には退院後の生活に向けての生活指導を
受けに行くこともある。面会されている
家族から本人の状況を伺い、退院に向け
ての調整に必要なカンファレンスに出席
するなどスムーズな受け入れ態勢を確保
している。

「重度化対応及び終末期対応におけ
る指針」を利用契約時に本人と家族
等に説明し、意向を確認の上同意を
得ている。

施設内の勉強会において、年間計画とし
て緊急時の対応・応急手当・感染症対策
等の手順を職員全体で学んでいるほか、
外部研修で学んだ職員が中心となり、ス
タッフ会議で勉強会を開催するなど、施
設内での緊急時に備えた対応方法を実践
しながら学んでいる。
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Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

○一人ひとりの人格の尊重とプラ
イバシーの確保

　一人ひとりの人格を尊重し、誇
りやプライバシーを損ねない言葉
かけや対応をしている

○利用者の希望の表出や自己決定
の支援

　日常生活の中で本人が思いや希
望を表したり、自己決定できるよ
うに働きかけている

○日々のその人らしい暮らし

　職員側の決まりや都合を優先す
るのではなく、一人ひとりのペー
スを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支
援している

○身だしなみやおしゃれの支援

　その人らしい身だしなみやお
しゃれができるように支援してい
る

　プライバシーに関する内部研修を行い、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけに配慮し、人生
の先輩として敬う気持ちで接している。
　個人情報に関する同意書があり、書類は鍵のか
かる書棚に保管している。

38

39

36 14

37

毎日、起床時は顔タオルや整髪をしてい
ただいてる。服装はご自身で好みの着替
えを用意していただくようにしており、
難しい方は似合いそうな服を選んで、本
人に確認していただいている。髪の毛が
伸びてきた人には、本人の希望で、地域
の理容店に出張でカットをしていただい
ている。

食事、お茶、入浴などの時間は生活
の流れとして決めてあるが、本人の
希望やペースに合わせて時間をずら
すなどの配慮している。職員側の仕
事が忙しくても、利用者様からの頼
み事や要望を優先して作業するよう
心掛けている。

利用者様の気持ちや思いを考えて、
尊厳と尊敬の気持ちで言葉かけを
行っている。掃除などで居室に入る
際は一言お断りして入室する。ま
た、排泄時や入浴時はのプライバ
シーに細心の配慮をしている。

月1回の生活懇談会を行い、ご利用者様
からのご意見、ご要望をお聞きし、ご利
用者様が過ごしやすいよう環境整備を
行っている。日々の生活の中で一人一人
の思いをくみ取れるよう、じっくりお話
を聞くよう努めている。意思決定の困難
な方は選択肢を提示して、出来る限り本
人の希望に沿うよう支援している。
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○食事を楽しむことのできる支援

　食事が楽しみなものになるよ
う、一人ひとりの好みや力を活か
しながら、利用者と職員が一緒に
準備や食事、片付けをしている

○栄養摂取や水分確保の支援

　食べる量や栄養バランス、水分
量が一日を通じて確保できるよ
う、一人ひとりの状態や力、習慣
に応じた支援をしている

○口腔内の清潔保持

　口の中の汚れや臭いが生じない
よう、毎食後、一人ひとりの口腔
状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

○排泄の自立支援

　排泄の失敗やおむつの使用を減
らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

　職員は排泄チェック表により、利用者一人ひと
りの排泄パターンを把握するとともに、排泄時の
サインを見逃さずにトイレ誘導をすることで、
パッドの使用量が以前よりも減っている。

　宅配業者が立てた献立を元に、利用者の好物や
苦手なものを踏まえて工夫をしている。
　自家菜園で取れた野菜を食材として取り入れた
り、代替食にも対応している。
　年３回家族等の協力を得て外食に出かけるほ
か、もちつきやデザート作り、お稲荷さん作りな
どをみなで楽しんでいる。
　家族交流会時はちゃんちゃん焼きを行うなど、
食事を楽しめるような取り組みをしている。

43 16

40 15

41

42

毎食、一人の職員が利用者様と一緒に食
事をして料理の感想を聞いたり、お話を
しながら楽しい食事を心掛けている。肉
やお魚が嫌いな人には、代替えのおかず
を用意している。食事の準備で野菜の皮
むきや、盛付けなど手伝っていただいた
り、後片付けで食器拭きなど手伝ってい
ただいている。2カ月に1回程度外食で日
頃食べられない、お寿司などを召し上
がっていただいている。

毎食ごとに、食事量や水分摂取量を記録
して栄養管理をしている。栄養や水分が
足りないときは捕食食品（エンシュア、
ＯＳ１）で補っている。糖分制限のある
人にはごはん量を調節してり、塩分制限
がある人は、味噌汁の量や回数を減らす
など配慮している。

毎食後、口腔ケアを行っている。自立度
の高い方には声掛け誘導をしている。義
歯は極力はずして磨いていただいてい
る。歯磨きが出来ない人や、お水を吐き
出せない方は、専用の「飲める歯磨き
剤」を使用している。また毎週１回、歯
科医が訪問して口腔内の治療と口腔ケア
指導をしていただいている。

出来るかぎり、トイレで排泄するよう支
援している。紙パンツを使用している人
はなるべく濡らさないよう、こまめにト
イレ声掛け誘導を行っている。必要に応
じて排泄パターンを把握するため、「排
泄チェック表」を活用して失禁をしない
よう支援している。また、歩行に不安の
ある方の夜間は、ポータブルトイレを居
室内に設置している。
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○便秘の予防と対応

　便秘の原因や及ぼす影響を理解
し、飲食物の工夫や運動への働き
かけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

○入浴を楽しむことができる支援

　一人ひとりの希望やタイミング
に合わせて入浴を楽しめるよう
に、職員の都合で曜日や時間帯を
決めてしまわずに、個々に応じた
入浴の支援をしている

○安眠や休息の支援

　一人ひとりの生活習慣やその
時々の状況に応じて、休息した
り、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している

○服薬支援

　一人ひとりが使用している薬の
目的や副作用、用法や用量につい
て理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

　入浴は週３回を基本とし、利用者の意向に沿っ
ていつでも可能となっている。
　柚子湯などで季節を感じ、楽しみながら入浴が
できるよう工夫している。
　入浴を拒む利用者に対しては、日時を変えた
り、職員を替えたりするなどの工夫をしている。

47

45 17

46

44

水分量を管理して、１日1000ccを目安に
摂取して便秘予防を行っている。また、
排便記録により便秘の管理をして、3日
以上排便のない方には便秘薬の量を調節
するなど対応している。また、利用者の
好みに合わせて、乳製品や乳酸菌飲料な
ど、排便を促進するものを提供してい
る。

入浴の回数は平均週３回程度で、本人や
ご家族と相談して回数決めていただいて
いる。その人によって曜日は決めている
が、入浴時間は本人の希望や体調に合わ
せて、午前と午後を臨機応変に変更でき
るよう対応している。浴室は個浴でゆっ
くりプライベートな時間を楽しめるよう
になっている。浴槽に入れない方は、出
入りを二人介助で対応したり、シャワー
浴の際は、足湯や肩タオルで温めて、快
適に入浴できるよう努めている。

日中は、個々の好みや体調に合わせ
て、和室に布団をひいて昼寝をした
り、ホールのベッドでお休みしてい
ただいている。夜間の就寝時は本人
の好みに合わせて、室温を調節した
り、冬場は加湿器で湿度を保って快
適に眠れるよう支援している。

服薬情報を１冊のファイルにして職員は
確認できるように管理している。服薬
は、毎日の薬を「朝」、「昼」、「夕」
の「服薬ポケット」で管理して服薬漏れ
がないよう管理している。下剤などの便
秘薬は、看護職員と相談のうえ便通に合
わせて、臨機応変に対応してる。病状の
変化や経過については、申し送りノート
やミーティングで情報を共有し、かかり
つけ医に報告、相談している。
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自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○役割、楽しみごとの支援

　張り合いや喜びのある日々を過
ごせるように、一人ひとりの生活
歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援を
している

○日常的な外出支援

　一人ひとりのその日の希望に
そって、戸外に出かけられるよう
支援に努めている。また、普段は
行けないような場所でも、本人の
希望を把握し、家族や地域の人々
と協力しながら出かけられるよう
に支援している

○お金の所持や使うことの支援

　職員は、本人がお金を持つこと
の大切さを理解しており、一人ひ
とりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援して
いる

○電話や手紙の支援

　家族や大切な人に本人自らが電
話をしたり、手紙のやり取りがで
きるように支援をしている

　利用者は日頃から近隣住民と挨拶を交わした
り、職員が同行して近所へ買い物に出かけたりし
ている。
　年間行事計画を立て、家族等の協力を得て車い
すの利用者も一緒に毎月花見や観光名所、買い物
ツアーに出かけている。

51

49 18

50

48

本人の希望に応じて電話や手紙が出
来るよう、支援している。また、家
族などへの「年賀状」を年末のレク
で手作りして、元旦にお届けできる
よう支援している。

月１回の移動販売（パン、野菜な
ど）来所時にご自身で支払いをした
り、月１回のスーパーなどへの「買
い物」外出で、レジでの支払いを楽
しまれている。

天気の良い日や季節に合わせて、午後に
「お散歩タイム」を設けて敷地の周りを
散策しており、冬には隣接した池に白鳥
などを見学している。春には敷地周辺の
桜並木の下で「お花見ランチ」を楽しん
でいる。また、毎月（冬場は除く）地域
のスーパーなどへ「買い物」へお出かけ
して、ご自身で買い物を楽しまれてい
る。また、春と秋には「遠足」を行い、
普段行けない場所へ遠出している。

今までの生活歴で楽しまれていたものく
み取り、「編み物」「将棋」など、その
人の好むレクリエーションを行ってい
る。また、役割として、「おしぼりたた
み」「食材カット」「洗濯物たたみ」な
どしていただき、張り合いのある生活を
していただけるよう支援してる。希望者
には、頭の体操として認知症の予防にも
効果的な「くもん学習療法」を取り入れ
て、楽しく生涯学習をしていただいて
る。



☆この評価は、受審事業所が自主的なサービス改善を行う努力を支援するための評価であり、調査当日の事業所の状況や提出された書類に基づいて評価したものです。

14 社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

自　己　評　価

実　施　状　況 実　施　状　況
次のステップに向けて

期待したい内容

外　部　評　価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　目

○居心地のよい共用空間づくり

　共用の空間（玄関、廊下、居
間、台所、食堂、浴室、トイレ
等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、
色、広さ、温度など）がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

○共用空間における一人ひとりの
居場所づくり

　共用空間の中で、独りになれた
り、気の合った利用者同士で思い
思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている

○居心地よく過ごせる居室の配慮

　居室あるいは泊まりの部屋は、
本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるよ
うな工夫をしている

○一人ひとりの力を活かした安全
な環境づくり

　建物内部は一人ひとりの「でき
ること」や「わかること」を活か
して、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫してい
る

　居室はクローゼットやカーテン、ベッド、エア
コンが備え付けられている。
　利用者は居室に箪笥や寝具など使い慣れた物品
を持ち込み、居心地よく暮らせる場所となってい
る。

　

55

53

54 20

52 19

木造作りの建物で一般住宅のような
作りになってる。バリヤフリーで車
椅子や歩行器で移動がし易い環境に
なっている。トイレや浴室の手すり
も充実しており、「見守り・寄添
い」で支援しながら、生活機能を低
下しないで、自立して生活できるよ
うな環境作りに努めている。

自宅で使用していた馴染みの家具や
テレビをを持ち込んだり、家族写真
など飾ったりして今までと同じよう
な環境でくつろいでいただける。ま
た、行事予定や食事メニューなど掲
示して、生活のリズムを作れるよう
配慮している。

「和室」や「相談室」などホールに
一人になりたい利用者が過ごせる場
所がある。また、ソファーやマッ
サージチェアなどで、気の合った利
用者同士がお話しするスペースを設
けている。昼寝する場合は、和室に
布団を敷いたり、ホールのベッドを
利用できる。

季節のお花（シクラメンなど）を卓
上に飾ったり、「行事写真」を掲示
したり、レクで作成した季節の「貼
り絵」などを掲示したり、季節感の
ある居心地のよい環境となるよう努
めている。
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Ⅴ　アウトカム項目

1,ほぼ全ての利用者の

○ 2,利用者の2/3くらいの

3,利用者の1/3くらいの

4,ほとんど掴んでいない

1,毎日ある

2,数日に１回程度ある

○ 3,たまにある

4,ほとんどない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

○ 2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

○ 3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族と

2,家族の2/3くらいと

3,家族の1/3くらいと

4,ほとんどできていない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

62

63

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている。
（参考項目：9,10,19）

56

57

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面がある。
（参考項目：18,38）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている
（参考項目：49）

58

59

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとした表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）
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1,ほぼ毎日のように

○ 2,数日に１回程度ある

3,たまに

4,ほとんどない

1,大いに増えている

○ 2,少しずつ増えている

3,あまり増えていない

4,全くいない

1,ほぼ全ての職員が

○ 2,職員の2/3くらいが

3,職員の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての利用者が

2,利用者の2/3くらいが

3,利用者の1/3くらいが

4,ほとんどいない

○ 1,ほぼ全ての家族等が

2,家族等の2/3くらいが

3,家族等の1/3くらいが

4,ほとんどいない

68

66

67

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足していると思う。

64

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業所の
理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）



（様式４）

事業所名　ゆたかな郷　　　　　

作成日 　 平成２９年６月５日  

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目　　標
目標達成に向けた
具体的な取組み内容

目標達成に
要する期間

1 10

　介護計画の短期目標が
６ヶ月、長期目標が１年
とし１年ごとの見直しを
行っているが定期的なモ
ニタリングの実施は行っ
ていない。

　介護計画に基づい
た個別援助計画に対
して月に１回モニタ
リングを実施する。

　月に１回行っているス
タッフ会議のカンファレン
スにケアチェックの評価に
ついて話し合う機会を設
け、モニタリングを行う。

３ヶ月

2 12

　重度化や看取りに関す
る同意書は作成してお
り、研修も年１回行って
いるが、マニュアルを作
成するまでに至っていな
い。

　共通理解のもと統
一した対応が出来る
ようマニュアルを作
成する。

　看取りについて研修を行
いながら知識と理解を高
め、マニュアルを整える。

６ヶ月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入すること。
注２）項目数が足りない場合は、行を追加すること。

　　目　標　達　成　計　画
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